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第 1章

序論

1.1 背景

現在、インターネットの利用は一般的に広く普及してきており、インターネットを通し

て利用できる情報は膨大になりつつある。インターネット上の情報の利点は情報の更新が

素早く、リアルタイムにやりとりを行なうことすら可能で、他のメディアよりも早く最新

の情報の取得が可能である。また、他のメディアはプロの手によって一度編集された情報

をユーザが利用するという形態であったが、インターネットでは個人が容易に情報を公開

することが可能であり、情報の多様性という面では従来のメディアにはない可能性を持っ

ていると考えられる。

このようにインターネット上の情報は、従来のメディアにはない新しい可能性を持った

ものであるが、以下のような問題点を持つ。

� 必要な情報の取得が困難

� 情報の記述形式が統一されていない

1つ目の問題点はインターネット上での情報の配置がばらばらであることである。例え

ばある車に関する情報がどこにあるかということについて考えてみると、Web上でメー

カーのホームページで紹介されている場合、個人のホームページで紹介されている場合、

特定のニュースグループでその話題が出てくる場合などさまざまである。2つ目の問題点

としてはインターネット上の情報は個人が発信したものが多く、従来のメディアのように

プロの手により十分に編集されていないため、形式が統一されたものとなっていない。こ

のため、従来のメディアより利用しづらいメディアとなっている。

3



現在、このような特長をもったインターネットの有効利用のために、さまざまな研究が

行なわれている。例えば、情報の取得を容易にするためのサーチエンジンの技術や、自動

要約の技術に関する研究が行なわれている。

そのような研究の一つに、電子ニュースのダイジェストを自動生成する研究がある。現

在、電子ニュースを通じて多くの情報が流通し、多くの人々がその情報を利用している。

しかし、電子ニュースを読むためのソフトウェアであるニュースリーダーは、利用者の要

求に合致した、適切な機能を提供していないため、電子ニュースは読者にとって必ずしも

利用しやすい情報メディアになっているとはいえない。そこで、佐藤ら [1]は電子ニュー

スの特定のニュースグループのダイジェストを自動生成することを試みた。このダイジェ

スト自動生成システムは、ニュースグループ fj.meetingsに掲載された会議情報から、そ

のダイジェストを作成する。このダイジェスト作成のための中心的技術は、サマリーの自

動抽出技術であり、会告記事に見られるスタイル上の特徴、言語表現パターンを利用する

ことにより、実用に十分な精度でのサマリーの抽出を実現している。

1.2 本研究の目的

上記の研究のようにダイジェストを作成することにより、統一された表記方法を取られ

ていない電子ニュースの記事が、一様な形式に編集された。このことにより、電子ニュー

スの情報はユーザにとっては非常に利用しやすく編集されたと言える。そこで本研究で

は、さらにニュース記事から抽出した情報を、ユーザの要求に応じて適切な形式で提供す

るためのシステムの作成を行なった。

電子ニュースに掲載される会告記事はダイジェスト作成に必要な全ての情報を含んでい

ない場合がある。このような場合、不足情報を他の情報源から得ることによって補完する

ことが求められる。本研究では、これらの不足情報を、WWWのサーチエンジンを利用

して見つけだし、それを補完する機能を実現する。

1.3 本論文の構成

本論文は本章を含む 6章から構成される。第 2章では会議情報システム全体の概要を

説明し、第 3章から第 5章まではシステムの各モジュールについて述べる。第 6章で本研

究の結論について述べる。
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第 2章

会議情報編集システムの概要

2.1 システム概要

作成したシステムの構成を図 2.1に示す。本システムは以下に示すモジュールとデータ

ベースから構成される。

1. 重要情報抽出モジュール

fj.meetings上の会告記事を入力として受け取り、そこから会議タイトル、場所、日

時、締切といった重要情報を抽出する。

2. 内部構造把握モジュール

入力として抽出された会議の重要情報を受け取り、その情報の内部構造を把握する。

3. 会議情報データベース

会議情報を格納するデータベース。ステップ 2の出力が格納される。

4. インターフェースモジュール

ユーザからの検索要求に対して、該当する会議情報を適切な形式に編集して提示

する。

5. 会議情報補完モジュール

会議情報データベース中の会議情報において住所情報が不完全である場合に、WWW

を探索し、不足情報を補完する。
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図 2.1: システム概要
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2.2 システムの利用例

ユーザの検索要求入力画面を図 2.2に示す。この画面上でユーザは探したい会議のタイ

トル名、場所、日付を指定することができる。システムはユーザの検索入力に対して、該

当する会議情報を適切な形式に編集して提示する。その出力例 (ダイジェスト形式)を図

2.3に示す。この図において、会議のタイトルをクリックすると、図 2.4に示されるように、

サマリー情報がページ上部に表示され、下部に元記事を表示する。サマリー情報の場所情

報の部分は補完が行なわれた場合、補完元ページへリンクさせ、ユーザが補完された場所

情報が正しいかどうか確認することが可能である。
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